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那珂市成人式

▲１月12日　那珂市成人式が、センチュ
リープラザNAKAで行われました。
　今回、那珂市で成人を迎えるのは、平成
生まれの方も含めて729人で、成人式当日
は588人が出席しました。

平成19年第４回定例会
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議員提出議案（10件）
条例関係 １件
意見書 ３件 （可決）
その他 ６件 （すべて可決）

その他の議案
請願・陳情 ５件 （24ページ参照）

市長提出議案（25件）
条例関係 15件 （すべて可決）
補正予算 ７件 （すべて可決）
その他議案 ３件 （すべて可決）

議案件数と結果

平成19年第４回定例会
（12月４日～12月14日）

12月４日 本会議
（閉会中の委員会報告など）

12月５日 本会議
（条例改正、補正予算など）

12月６日 経済常任委員会
建設常任委員会

12月７日 教育厚生常任委員会

12月10日本会議
（一般質問６名）

12月11日本会議
（一般質問６名）

12月12日本会議
（一般質問３名）

12月14日本会議
（追加議案、条例改正、補正
予算など）

平成19年第４回定例会　

市役所内組織の一部改正、
　市の手数料・使用料の一部改正など
　　　執行部提出議案をすべて可決

那
珂
市
行
政
組
織
条
例
の

一
部
改
正 条　

　

例

　

行
政
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
可
決
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、平
成
20

年
４
月
１
日
よ
り
那
珂
市
の

行
政
組
織
が
一
部
変
更
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
組
織
改
正
は
、
那
珂

市
の
行
政
改
革
大
綱
の
一
つ

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、

合
併
後
の
事
務
量
や
社
会
情

勢
の
変
化
、住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
組
織
の
見
直
し

を
す
る
こ
と
や
、事
務
の
効
率

化
、
職
員
の
定
員
削
減
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
に
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　

組
織
変
更
の
主
な
内
容

は
、
平
成
20
年
度
よ
り
ス
タ

ー
ト
す
る
那
珂
市
第
１
次
総

合
計
画
の
推
進
に
合
わ
せ
、

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

４
月
よ
り
市
役
所
の
部
・
課
・
係
な
ど

　
　
　
　

組
織
の
一
部
が
変
更
に
な
り
ま
す

▲平成19年第４回定例会

を
推
進
す
る
た
め
、「
市
民
生

活
部
」
を
新
設
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
他
の
部
に
お
い
て
も

分
掌
事
務
の
見
直
し
を
行
う

も
の
で
す
。

　

ま
た
、部
の
下
の
課
や
係
に

お
い
て
も
分
割
・
統
合
な
ど

の
見
直
し
を
行
い
、９
部
・
28

課
・
６
室
・
１
０
６
係
だ
っ

た
も
の
を
９
部
・
27
課
・
５
室
・

83
係
に
編
制
し
直
し
ま
し
た
。
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　平成19年第４回定例会

平成20年４月からの
新那珂市行政組織の概要

秘書課

企画課

総務課

財政課

税務課

市民課

支所窓口課

生活環境課

生活安全課

経済課

農村振興課

道路整備課

道路管理課

用地管理課

都市計画課

市街地整備課

介護福祉課

社会福祉課

国保年金課

健康推進課

水道課

下水道課

学校教育課

生涯学習課

農業委員会事務局

会計課

総務課

議事調査課

秘書課

企画課

総務課

財政課

税務課

収納課

瓜連支所

市民活動課

市民課

環境課

生活安全課

農政課

商工観光課

道路河川整備課

用地管理課

都市計画課

市街地整備課

福祉課

こども課

保険課

健康推進課

水道課

下水道課

学校教育課

生涯学習課

農業委員会事務局

会計課

現在の組織
（9部・28 課・6室・106 係）

業務の
分割・統合

４月からの新組織
（9部・27 課・5室・83 係）
　　　内は新設又は名称変更

市 長 公 室 市 長 公 室

産　業　部

上下水道部

教育委員会

議会事務局

市民生活部

保健福祉部

建　設　部

総　務　部
総　務　部

瓜 連 支 所

経済環境部

建　設　部

保健福祉部

上下水道部

教育委員会

議会事務局
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▲那珂市役所　市民課
４
月
よ
り
市
役
所
の
各
種
手
数
料
や

　
　

公
共
施
設
の
使
用
料
な
ど
改
定

平成19年第４回定例会　

◆◆◆那珂市役所手数料関係の改定◆◆◆◆◆◆
大半の手数料は値上げ、一部で手数料の値下げも
　（例：住民票　200円⇒300円）
　（例：印鑑登録証明書　200円⇒300円）
　（例：納税証明書　200円⇒300円）
　（例：犬の登録手数料　2,000円⇒1,600円）
　（例：地籍の筆界点座標値一覧表　300円⇒200円）

◆◆◆那珂総合公園使用料改定◆◆◆◆◆◆◆◆
アリーナは、半面・全面利用が値上げ、一部で値下げも
　（例：全面13時～17時 6,000円⇒6,300円など）
1/8面利用の午後の部が値下げ
　（例：13時～17時 750円⇒700円など）
サブアリーナは、利用料金すべて値下げ
　（例：13時～17時 3,000円⇒2,400円など）
プールは値上げ
　（例：1人13時～17時 400円⇒480円など）
多目的広場は値上げ　1/2面利用料金を新設
　（例：1/4面13時～15時 700円⇒800円など）
　（例：1/2面料金新設、13時～15時 1,200円など）
テニスコートは値上げ
　（例：13時～15時 400円⇒500円など）
野球場は値上げ
　（例：13時～15時 1,500円⇒1,800円など）

◆◆◆中央公民館使用料改定◆◆◆◆◆◆◆◆◆
会議室Ⅰ、会議室Ⅱ、調理室は、昼夜値下げ
　（例：会議室Ⅰ 13時～17時 2,000円⇒1,600円など）
他の会議室は、集会ホールや視聴覚室などを除き、昼間は
値上げとなり、夜間が値下げ
　（例：講座室 13時～17時 3,000円⇒3,400円など）
　（例：講座室 17時30分～21時30分
　　　　　　　　　　　4,500円⇒3,600円など）

◆◆◆コミュニティセンター使用料改定◆◆◆◆
「ふれあいセンターよしの」「ふれあいセンターよこぼり」
の使用料はすべて値上げ
　（例：よしの集会ホール13時～16時30分
　　　　　　　　　　　1,000円⇒1,200円など）

◆◆◆総合センターらぽーる使用料改定◆◆◆◆
使用料はすべて値上げ
　（例：多目的ホール非営利13時～17時
　　　　　　　　　　　3,750円⇒4,500円など）

　（※手数料、使用料の詳細は、担当部署にご確認願います。）

　

手
数
料
条
例
等
の
一
部
改

正
す
る
条
例
を
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の

改
正
は
、
平
成
20
年
４
月
１

日
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
行
政
改
革
の
中

で
「
手
数
料
及
び
使
用
料
の

見
直
し
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
調
査
検
討
の

結
果
、
現
在
の
社
会
情
勢
の

変
化
や
施
設
維
持
費
や
管
理

運
営
費
、
他
市
の
状
況
や
類

似
施
設
の
状
況
を
考
慮
す
る

と
料
金
の
改
定
も
や
む
を
得

な
い
状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
料
金
を
改
定
す
る
も
の
で

す
。

 

市
で
は
約
１
千
万
円
の
増

収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
民
課
な
ど
で
発
行
す

る
住
民
票
や
戸
籍
、
印
鑑
証

明
な
ど
の
発
行
手
数
料
が

２
０
０
円
か
ら
３
０
０
円
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
税
務
課

の
税
務
諸
証
明
な
ど
、
そ
の

他
の
窓
口
の
手
数
料
は
、
一

部
で
引
き
下
げ
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
概
ね
１
０
０

円
程
度
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
や

プ
ー
ル
の
料
金
は
値
上
げ
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
は
値
下
げ
、

多
目
的
広
場
の
２
分
の
１
面

料
金
が
新
設
と
な
り
ま
す
。

　

会
議
室
の
使
用
料
を
昼
間

の
部
は
値
上
げ
、
夜
間
の
利

用
や
、
小
さ
な
会
議
室
は
値

下
げ
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
よ

し
の
」
や
「
よ
こ
ぼ
り
」
の

使
用
料
は
値
上
げ
と
な
り
ま

す
。

　

瓜
連
地
区
に
あ
る
「
ら
ぽ

ー
る
」
の
使
用
料
は
値
上
げ

と
な
り
ま
す
。

那
珂
市
手
数
料
条
例
等
の

一
部
改
正

那
珂
市
各
種
手
数
料
改
定

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

使
用
料
改
定

中
央
公
民
館
使
用
料
改
定

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

使
用
料
改
定

那
珂
総
合
公
園
使
用
料
改
定
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指定管理者の指定

　平成19年第４回定例会

　

公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

合
併
に
よ
り
那
珂
地
区
と

瓜
連
地
区
で
別
々
の
使
用
料

と
な
っ
て
い
た
料
金
が
、
４

月
よ
り
那
珂
地
区
の
料
金
に

統
一
と
な
り
ま
す
。
瓜
連
地

区
の
方
は
わ
ず
か
で
す
が
、

使
用
料
が
引
き
下
げ
に
な
り

ま
す
。

　

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

瓜
連
地
区
の
下
水
道
料
金
が

わ
ず
か
に
引
き
下
げ

部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

合
併
に
よ
り
、
那
珂
地
区

と
瓜
連
地
区
で
異
な
る
料
金

で
し
た
が
、
那
珂
地
区
の
料

金
に
統
一
す
る
も
の
で
す
。

瓜
連
地
区
の
方
に
つ
い
て

は
、
わ
ず
か
に
料
金
の
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

放
課
後
学
童
保
育
対
策
事

業
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
よ
り
木
崎

小
学
校
区
に
学
童
保
育
所
が

新
設
さ
れ
ま
す
。

　

余
暇
活
用
施
設
「
し
ど
り

の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
よ
り
「
し

ど
り
の
湯
保
養
セ
ン
タ
ー
」

の
料
金
が
改
定
と
な
り
ま

す
。
一
般
で
市
内
の
65
歳
以

上
の
方
の
料
金
を
２
０
０

円
、
そ
れ
以
外
の
大
人
は

４
０
０
円
、
子
供
２
０
０

円
、
回
数
券
も
値
下
げ
と
な

り
ま
す
。

　

市
税
条
例
の
一
部
改
正
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
４
月
よ
り
市
税

の
前
納
報
奨
金
の
交
付
率
が

引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
住

民
税
の
普
通
徴
収
分
（
特
別

徴
収
者
以
外
）
は
、
０･

25

％
か
ら
０･

２
％
に
、
固
定

資
産
税
分
は
、
０･

５
％
か

ら
０･

35
％
に
、
引
き
下
げ

と
な
り
ま
す
。

瓜
連
地
区
の
水
道
料
金
が
わ

ず
か
に
引
き
上
げ

木
崎
小
学
校
区
に
学
童
保
育

所
を
設
置
し
ま
す

し
ど
り
の
湯
の
料
金
を
引
き

下
げ
ま
す

市
税
の
前
納
報
奨
金
を
引
き

下
げ

１．施設の名称
　　余暇活用施設「しどりの湯保養センター」
２．指定管理者とする団体
　　社会福祉法人　那珂市社会福祉協議会
　　会長　小宅　近昭
３．指定の期間
　　H20.４.１からＨ23.３.31まで

補　正　予　算
▼平成19年度一般会計補正予算（第４号）
３億2,015万４千円の増額
　　　　　　　→総額175億1,543万３千円
　歳入は、前年度繰越金１億7,520万６千円、民生
費国庫負担金5,199万５千円、高額医療費返納金な
どの雑入が4,000万円などの増加です。
　歳出は、障害者福祉サービスなど自立支援サー
ビス事業5,622万２千円、マル福など医療福祉扶助
事業4,985万円、乳幼児の保育委託など民間保育所
児童入所事業4,136万５千円、杉原地区まちづくり
事業2,125万円、消防費のはしご車の定期整備点検
など車両等管理事業2,535万円、児童手当支給事業
2,023万５千円などを増額しました。

▼平成19年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補
正予算（第３号）
6,389万円の増額→総額53億2,878万２千円
　歳出で、保険財政共同安定化事業拠出金4,141
万２千円、一般被保険者高額療養費2,122万円を増
額しました。

▼平成19年度下水道事業特別会計補正予算（第２号）
2,707万３千円の増額→総額21億5,394万７千円
　歳出で、公共下水道整備事業の水道管移設補償
料2,600万円を増額しました。

▼平成19年度農業集落排水整備事業特別会計補正予
算（第１号）
１億6,479万3千円の減額
　　　　　　　→総額５億1,920万７千円
　歳出で、農業集落排水整備事業の工事費など
１億6,330万円を減額しました。

▼平成19年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補
正予算（第２号）
39万６千円の減額→総額26億9,861万７千円
　歳出で、主に人件費の減額などです。

▼平成19年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別
会計補正予算（第１号）
1,390万円の増額→総額２億5,590万円
　歳出で、区画整理事業費の移転補償料など1,359
万円を増額しました。

▼平成19年度水道事業会計補正予算（第２号）
収益的支出予定額423万７千円の増額→

　　　　　　　総額11億2,381万７千円
資本的支出予定額371万８千円の増額→

　　　　　　　総額６億3,831万８千円
　人件費の増額です。
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委員会レポート　

経
済
常
任
委
員
会

農
産
物
直
売
所
関
連
施
設
へ
の
支
援
、

　

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
物
納
入
な
ど
を
提
言

「
地
産
地
消
に
つ
い
て
」
調
査
完
了

11月７日
　経済常任委員会では、「地産地消について」調査研究し
ていく中で、笠間市クラインガルテンの滞在型市民農園を
調査視察しました。

調査視察レポート

調査完了

　

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
政
改
革
や
農
業

施
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ
転

換
期
に
あ
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
で
は
、
那
珂
市

の
大
多
数
を
占
め
る
小
規
模

農
業
者
に
対
し
、
経
営
安
定

策
を
講
じ
る
た
め
に
は
、
地

元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地

元
で
消
費
す
る『
地
産
地
消
』

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
調
査
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

◎
農
産
物
直
売
所

　

本
市
に
は
農
産
物
直
売
所

は
４
カ
所
あ
り
、
地
元
の
農

業
者
と
提
携
し
て
、
農
産
物

を
販
売
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
な
ど
を
図
り
、
特
色

あ
る
経
営
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な
直

売
所
の
建
設
に
あ
っ
て
は
、

地
域
の
農
業
生
産
者
を
組
織

化
し
、
国
県
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

◎
学
校
給
食

　

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
物

の
活
用
は
、
低
い
状
況
に
あ

る
。
理
由
は
、
数
量
や
品
質

が
揃
わ
な
い
こ
と
や
価
格
の

問
題
が
あ
る
。

　

今
後
は
、生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

連
携
し
、
農
産
物
を
安
定
し

て
供
給
で
き
る
組
織
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
産
地
消
の
推
進
に
よ

り
、
生
産
者
は
、
販
売
経
路

が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
る
収

入
増
や
、
農
業
就
労
者
の
増

加
に
よ
る
遊
休
農
地
の
解
消

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、
消
費
者
は
、
新
鮮
で
、
安

全
・
安
心
な
農
作
物
を
購
入

で
き
、
地
域
農
業
へ
の
理
解

が
深
ま
る
こ
と
な
ど
の
効
果

が
期
待
で
き
る
。

１
農
産
物
直
売
所
等
関
連
施

設
へ
の
支
援

・
特
色
あ
る
経
営
へ
の
支
援

・
施
設
整
備
へ
の
援
助
（
国

県
補
助
事
業
の
活
用
）

・
情
報
の
提
供
（
研
修
会
の

実
施
・
優
良
事
例
の
収
集
）

・
人
材
育
成
（
後
継
者
の
育

成
）

２
学
校
給
食
へ
の
普
及

・
地
場
産
物
の
納
入
の
組
織

化
（
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・
学

校
給
食
の
連
携
）

・
食
育
の
推
進
（
地
域
の
食

文
化
の
継
承
）

３
国
県
補
助
事
業
の
活
用

・
地
域
に
お
け
る
補
助
金
の

受
け
皿
の
組
織
化
（
関
係

団
体
へ
の
Ｐ
Ｒ
）

４
地
産
地
消
運
動
の
推
進

・
啓
発
活
動

　

今
回
の
調
査
の
過
程
に
お

い
て
、
執
行
部
で
は
、
地
産

地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
地

産
地
消
促
進
委
員
会
を
設
置

し
て
取
り
組
む
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
成
果
に
期
待

す
る
も
の
で
す
。

地
産
地
消
の
現
状
と
課
題

地
産
地
消
推
進
の
効
果

地
産
地
消
推
進
へ
の
提
言

▲笠間市クラインガルテンでの研修風景

　笠間市では、農業振興と地域振興を併せ持つクライ
ンガルテンを、農産物直売所と併設し2001年４月にオ
ープンした。クラインガルテンとは、「小さな庭」と
いう意味のドイツ語で、日本では「市民農園」と訳さ
れています。具体的には、ラウベと呼ばれる宿泊施設
に滞在し、１区画300㎡の土地を利用して菜園活動な
ど農作業をするというものです。

茨城県　笠間市



那珂市議会だより No.147

　委員会レポート

調査完了

教育厚生常任委員会

「学校と地域との連携について」調査完了

学校の様々な課題に対し
　　地域の人材を活用した
　　　学校支援ボランティアの推進を提言

　

価
値
観
の
多
様
化
な
ど
諸

般
の
事
情
に
よ
り
、
学
校
や

教
職
員
に
求
め
ら
れ
る
課
題

が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
一
方
で
い
じ
め
な
ど
学

校
だ
け
で
対
応
し
き
れ
な
い

状
況
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
が
学
校
と

連
携
し
て
、
地
域
が
出
来
る

こ
と
は
地
域
が
行
い
、
教
職

員
に
は
教
職
員
に
し
か
出
来

な
い
生
徒
へ
の
指
導
に
専
念

し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の

思
い
か
ら
「
学
校
と
地
域
と

の
連
携
に
つ
い
て
」
を
調
査

事
件
と
し
、
そ
の
中
で
『
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推

進
に
つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
調
査
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
針
を
定
め
、
多
く
の
方
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、

登
録
を
推
進
し
、
学
校
の
要

求
に
あ
っ
た
地
域
の
人
材
の

活
用
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
が
連
携
し
、

地
域
の
方
が
学
校
教
育
に
関

わ
る
こ
と
で
、
学
校
と
地
域

の
信
頼
関
係
が
深
ま
り
、
一

体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
む

地
域
社
会
が
で
き
る
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

　

学
校
と
地
域
の
連
携
に
つ

い
て
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
制
度
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
以
下
の
よ
う
な
方
策

を
提
言
い
た
し
ま
す
。

１
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
用

・
環
境
整
備
の
支
援
と
教
育

活
動
の
支
援
を
行
う

・
地
域
の
人
材
を
活
用
す
る

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
保
険
を

か
け
る

２
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
推
進

・
市
と
し
て
の
指
針
を
定
め

る
・
地
域
で
募
集
す
る
手
段
を

改
善
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
を
進
め
る

・
各
学
校
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
組
織
化
し
て
調

整
を
行
う

学
校
の
様
々
な
課
題
に
対
し

学
校
と
地
域
が
連
携

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
の
人
材
活
用

継続調査調査事項
１　住民の安全確保に関する事項
２　周辺の環境保全に関する事項
３　原子力安全協定に関する事項
４　核融合研究施設に関する事項
５　その他関連する事項

施設の汚染放置は重大問題
　安全管理の徹底を申し入れました

原子力安全対策特別委員会

　

東
海
村
に
事
業
所
の
あ
る

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

東
海
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
原

子
力
科
学
研
究
所
に
お
け
る

汚
染
の
放
置
に
つ
い
て
、
安

全
管
理
上
重
大
な
問
題
と
認

識
し
て
お
り
、
原
因
究
明
・

全
職
員
へ
の
安
全
管
理
意
識

の
徹
底
を
図
り
、
再
発
防
止

に
万
全
を
期
す
る
よ
う
求
め

る
抗
議
書
を
事
業
所
に
渡
し

ま
し
た
。

　

茨
城
県
原
子
力
安
全
協
定

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
国

の
報
告
要
求
及
び
現
協
定
の

各
号
に
掲
げ
る
事
故
・
故
障

等
の
発
生
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
こ
れ
ら
の
事
態
、
情
報

等
に
つ
い
て
も
報
告
対
象
事

項
と
な
る
よ
う
改
正
さ
れ
ま

す
。

　

原
子
力
協
定
書
に
係
る
㈱

Ｊ
Ｃ
Ｏ
に
関
す
る
管
理
の
目

標
値
の
一
部
変
更
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
に
対
し

　

抗
議
書
を
提
出
し
ま
し
た

原
子
力
安
全
協
定
の

　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

原
子
力
協
定
書
の
一
部
変
更
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◆石川　利秋　議員
　１．生活道路及び水路等の維持管理について

◆蝦名　純子　議員
　１．農業振興について
　２．読書活動推進について

◆笹島　　猛　議員
　１．地域間格差と税源移譲について
　２．図書館行政について

◆君嶋　寿男　議員
　１．小中学生の体験学習について
　２．介護予防事業について

◆岩上　昌和　議員
　１．電源立地特別交付金について
　２．行財政改革と財源確保について

◆木村　静枝　議員
　１．公園遊具の点検・整備を
　２．広報「なか」など市報に民間の広告を載せ

ている件について

◆秋山　　一　議員
　１．市の農業行政について
　２．那珂市財務バランスシートについて

◆海野　　徹　議員
　１．那珂市民憲章について
　２．道路行政について
　３．少子化対策について
　４．事業仕分けについて

◆先﨑　　光　議員
　１．地域審議会について
　２．地上波デジタル放送開始に伴う受信不良対

策について

◆木内　良平　議員
　１．那珂市合併後の市政方針の結果について

◆遠藤　　実　議員
　１．観光の振興について

◆雨川　和幸　議員
　１．地域農業振興方策について
　２．東海ＰＡスマート社会実験の取り組みにつ

いて

◆小田倉　義治　議員
　１．元気な子どもの声が聞こえる地域づくりは

◆根本　慎一　議員
　１．非効率的な事業の改善について（継続提案）

◆勝村　晃夫　議員
　１．第１次那珂市総合計画について

15議員が一般質問
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　一般質問　Ｑ＆Ａ

　

大
井
川
幹
線
排
水

路
は
、
土
砂
堆
積
に

よ
る
排
水
機
能
の
低
下
や
繁

茂
し
た
枯
れ
草
に
よ
る
火
災

等
が
懸
念
さ
れ
、
環
境
悪
化

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
下
菅
谷
地
区
で
は
短
時

間
の
集
中
豪
雨
で
も
宅
地
や

畑
等
が
冠
水
し
多
大
な
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

地
域
住
民
が
水
路
の
機
能
回

復
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

排
水
機
能
の
回
復
を
図
り
安
全
安
心
な
環
境
整
備
を

暫
定
整
備
の
為
に
排
水
機
能

が
低
下
し
て
い
ま
す
。
市
は

Ｕ
字
溝
を
整
備
す
る
な
ど
住

民
の
安
全
安
心
と
自
然
環
境

や
景
観
の
保
全
に
配
慮
し
た

対
策
を
早
急
に
講
じ
る
べ
き

で
あ
る
。

　

経
済
環
境
部
長　

大
井
川
に
つ
い
て
は
、

年
々
土
地
改
良
施
設
の
維
持

管
理
費
が
増
大
し
て
苦
慮
し

て
お
り
ま
す
。
排
水
機
能
や

防
火
等
に
支
障
の
あ
る
緊
急

を
要
す
る
箇
所
は
早
め
に
対

応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
設
部
長　

下
菅
谷
は
、

地
区
計
画
が
策
定
さ
れ
て
お

り
、今
後
、道
路
・
水
路
（
Ｕ

字
溝
等
）
を
含
め
た
街
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

良
好
な
生
活
環
境
整
備
が
図

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

支
障
箇
所
に
つ
い
て
は
早
急
な
対
応
を
図
り
ま
す

質問事項
１．生活道路及び水路等の維

持管理について

　

市
の
生
活
道
路
や

水
路
等
に
お
い
て
下

菅
谷
地
区
環
境
・
防
犯
推
進

協
議
会
の
会
員
が
除
草
や
伐

竹
作
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
市
は
、

伐
採
さ
れ
た
竹
や
木
等
を
財

政
難
と
の
理
由
で
８
ヶ
月
間

放
置
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
方
々
は
猛
暑
の
中
、
地
域

の
為
に
奉
仕
作
業
を
優
先
し

自
宅
の
除
草
等
を
後
回
し
し

適
切
な
回
収
作
業
と
奉
仕
活
動
へ
の
支
援
策
を

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
回
収

作
業
の
遅
れ
に
よ
り
同
じ
場

所
を
幾
度
と
な
く
同
じ
作
業

を
繰
り
返
し
、
会
員
が
管
理

作
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む

士
気
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
今
後
は
適
切
な
回
収
作

業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

支
援
策
を
図
り
、
快
適
で
安

全
な
住
み
よ
い
環
境
を
築
く

べ
き
で
あ
る
。

　

建
設
部
長　

伐
採

さ
れ
た
木
等
は
市
で

回
収
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
様
に
回
収
が
遅
れ
た
こ

と
は
事
実
で
す
。
今
後
は
、

回
収
方
法
な
ど
十
分
考
慮
し

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
長　

今
後
と
も
区
長
を

中
心
と
し
た
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
安
全

安
心
で
快
適
な
住
み
よ
い
環

境
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

回
収
方
法
を
検
討
し
快
適
な
住
み
よ
い
環
境
整
備
を

▲下菅谷地区の大井川

石川利秋 議員▲ボランティア作業のごみは、適切に回収を
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一般質問　Ｑ＆Ａ　

協
議
会
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
来
年
度
か
ら
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
育
長　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
に
つ
い
て
は
、
費
用
的
に

も
人
的
に
も
読
書
活
動
の
実

情
か
ら
も
難
し
い
と
判
断
し

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
施
設

担
当
者
等
の
意
思
の
疎
通
を

図
り
、
協
力
関
係
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

那
珂
市
の
農
業
就

業
人
口
と
65
歳
以
上

の
割
合
、
農
業
産
出
額
の
推

移
を
伺
い
ま
す
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

農
業
後
継
者
の
減
少
に
よ
り

農
村
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
ま
す
。
国
は
農
業
の
構
造

改
革
を
打
ち
出
し
、
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
組
織
に
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
を

進
め
、
農
業
の
た
て
直
し
を

農
業
の
活
性
化
に
む
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
商
業
現
況
調
査

を
し
ま
し
た
が
、
農
業
に
関

し
て
も
、
農
家
の
耕
作
面
積
、

農
業
用
機
械
、
後
継
者
の
有

無
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
問
題
点
を
明
ら
か
に
し

て
地
域
農
業
の
活
性
化
を
図

っ
て
は
如
何
か
伺
い
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

２
０
０
０
年
か
ら
の

５
年
間
で
農
業
就
業
人
口
は
約

千
人
減
り
、
65
歳
以
上
の
割
合

は
、
５
％
増
え
て
い
ま
す
。

農
業
産
出
額
は
、
平
成
16
年

が
60
億
４
千
万
円
、
平
成
18

年
が
48
億
７
千
万
円
で
す
。

　

農
家
の
現
状
や
今
後
の
意

向
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
農

政
を
進
め
る
上
で
大
変
重
要

で
あ
る
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
の
実
施
を
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

農
家
の
現
状
や
今
後
の
意
向
を
把
握
す
る
の
は
大
事

蝦名純子 議員

質問事項
１．農業振興について
２．読書活動推進について

　

市
立
図
書
館
が
開

館
し
て
１
周
年
が
た

ち
、
来
館
者
も
35
万
人
を
超

え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
立
図
書
館
か

ら
離
れ
た
地
域
で
は
、
ま
だ

そ
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
に
く

い
よ
う
で
す
。
市
内
全
域
で

読
書
が
さ
か
ん
に
な
る
様
、

読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定

し
、
市
立
図
書
館
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ら
ぽ
ー

読
書
活
動
推
進
計
画
の
策
定
を

る
、
あ
る
い
は
学
校
図
書
館

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
、
読
書
環
境
を
整
備
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
如
何
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
次
長　

読
書

活
動
推
進
計
画
に
つ

い
て
は
、
市
全
体
で
取
り
組

ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題

で
す
の
で
、
小
・
中
学
校
を

は
じ
め
関
係
各
課
や
図
書
館

市
民
全
体
を
対
象
に
、
来
年
度
よ
り
取
り
組
む

▲中里地区の田園風景（豊かな環境を次世代へ）

▲らぽーるの図書室
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▲那珂市立図書館

　

平
成
11
年
度
か
ら

景
気
対
策
の
た
め
暫

定
的
に
軽
減
措
置
と
し
て
導

入
さ
れ
て
き
た
所
得
税
・
住

民
税
に
対
す
る
定
率
減
税
が

段
階
的
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

住
民
税
は
平
成
18
年
度
7.5
％

減
税
、
平
成
19
年
度
は
廃
止

と
な
り
、
納
税
者
か
ら
す
れ

ば
実
質
的
に
増
税
と
な
り
ま

し
た
。
住
民
税
は
、
前
年
の

所
得
を
も
と
に
徴
収
額
が
決

ま
り
ま
す
。
定
年
退
職
な
ど

で
所
得
が
大
き
く
減
っ
た
人

は
、
税
源
移
譲
に
よ
る
住
民

税
ア
ッ
プ
の
負
担
が
特
に
重

く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
所
得
が

ゼ
ロ
に
な
っ
た
人
は
、
移
譲

前
の
額
ま
で
住
民
税
を
減
ら

す
特
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
自
治
体
で
還
付
手
続
を

行
い
、
こ
の
手
続
は
平
成
20

年
の
７
月
に
な
り
ま
す
が
、

本
市
で
は
こ
の
説
明
文
を
納

税
通
知
書
に
添
え
て
通
知
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

平
成

19
年
12
月
号
の
広
報

「
な
か
」
に
減
額
措
置
を
掲

載
し
、
更
に
納
税
通
知
書
を

発
送
す
る
時
に
は
、
別
紙
説

明
文
を
同
封
し
ま
す
。
今
後

も
、
税
制
改
正
等
に
伴
う
詳

細
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
説

明
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

納
税
通
知
書
を
発
送
す
る
時
に
説
明
文
を
同
封
す
る

笹島　猛 議員

質問事項
１．地域間格差と税源移譲に

ついて
２．図書館行政について

　

産
業
構
造
、
労
働

市
場
の
変
化
等
に
よ

り
、
就
職
、
転
職
、
能
力
開
発

等
の
た
め
に
、
図
書
館
か
ら

必
要
な
情
報
や
知
識
を
得
た

い
と
い
う
要
求
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
利

用
者
に
対
応
す
る
た
め
の
資

料
の
収
集
と
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
店
舗
で
配
布
さ
れ
て
い

る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
求
人

情
報
誌
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー

市
立
図
書
館
に
就
職
支
援
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を

を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
情
報
が

来
館
者
に
提
供
で
き
、
働
く

場
所
の
確
保
に
も
一
役
買
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
職
業
あ
る
い
は
職
業

能
力
の
開
発
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
、
拡
大
す
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。
例
え
ば
、
就

職
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

就
職
情
報
を
提
供
し
て
は
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

　

教
育
次
長　

図
書

館
に
お
け
る
就
職
支

援
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
立
図
書

館
で
平
成
19
年
度
に
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
状

況
を
み
て
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
公
共
性
を
損
な
わ
な
い

限
り
に
お
い
て
、
多
種
多
様

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
掲
示
し

て
い
き
ま
す
。

求
人
情
報
誌
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
検
討
す
る

▲住民税の還付について、平成19年12月の広報「なか」に掲載

所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
還
付
の
周
知
徹
底
を
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保
健
福
祉
部
長

地
域
包
括
支
援
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る

介
護
予
防
事
業
は
、
体
操
や

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

し
、
セ
ン
タ
ー
以
外
で
は
、
地

域
の
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
連
携
を
と
り
、
介
護
予
防

教
室
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
子
供
達
を

対
象
に
し
た
触
れ
合

い
体
験
学
習
を
企
画
し
て
い

る
市
町
村
が
、
近
隣
で
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
私
が
３
年

前
に
質
問
し
た
、
旧
瓜
連
町

で
行
わ
れ
て
い
た
、
ふ
れ
あ
い

の
船
事
業
に
つ
い
て
、那
珂
市

で
は
実
施
で
き
な
い
の
か
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
集
団

生
活
を
し
、そ
の
中
で
他
人
と

協
調
し
な
が
ら
、思
い
や
り
感

動
す
る
心
を
育
み
、
多
く
の

体
験
の
中
か
ら
、そ
れ
が
自
信

と
な
っ
て
生
活
の
中
に
役
立

っ
て
い
く
事
は
、
極
め
て
重
要

な
課
題
で
す
。
た
だ
財
政
、

職
員
の
問
題
と
決
め
る
の
で

は
な
く
、
今
後
那
珂
市
を
担

う
子
供
達
の
た
め
に
将
来
を

見
た
教
育
、
体
験
を
さ
せ
る

場
を
行
政
側
で
考
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

　

市
長　

今
後
、
教

育
委
員
会
で
、
財
政
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
こ
と
も
踏

ま
え
て
検
討
を
し
、あ
る
程
度

の
人
数
に
ま
と
め
て
、自
己
負

担
も
お
願
い
し
、行
け
た
ら
い

い
の
で
は
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
県
の
方
か
ら
も
大
洗
の

船
で
、
ぜ
ひ
那
珂
市
で
も
や
っ

て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う

要
望
も
き
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
今
後
検
討
し
な
が
ら
考
え
て
い
く

▲ふれあい体験事業の実施を

質問事項
１．小中学生の体験学習につ

いて
２．介護予防事業について

　

急
速
な
高
齢
化
に

伴
い
、
生
活
習
慣
病

の
さ
ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、市
町
村
に
お
い
て

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

効
果
的
、
効
率
的
な
計
画
を

策
定
し
、推
進
し
て
い
く
こ
と

と
、
厚
生
労
働
省
が
21
世
紀

に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り

運
動
と
し
て
提
言
を
し
て
お

り
ま
す
。
那
珂
市
に
お
い
て

は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て
那
珂
市
の
取
り
組
み
は

を
中
心
に
３
ヶ
所
で
介
護
予

防
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、内
容
等
を
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、ら
ぽ
ー
る
の
機
能
回

復
室
は
、
手
術
後
、
リ
ハ
ビ
リ

が
必
要
な
方
が
、き
ち
ん
と
そ

の
指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
市
民
か
ら

要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、今

後
、検
討
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

地
域
と
連
携
し
積
極
的
に
事
業
を
展
開
す
る

▲那珂市役所２階　地域包括支援センター

子
供
達
の
触
れ
合
い
体
験
学
習
の
実
施
に
つ
い
て

君嶋寿男 議員
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電
源
立
地
特
別
交

付
金
の
う
ち
原
子
力

発
電
施
設
等
周
辺
地
域
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
一
般
家
庭

分
と
し
て
現
在
旧
那
珂
地
域

で
は
年
間
一
世
帯
あ
た
り
約

４
千
円
、
合
計
約
８
千
万
円

が
配
分
さ
れ
て
い
る
が
、
旧

瓜
連
地
域
に
は
配
分
さ
れ
て

い
な
い
。
旧
瓜
連
地
区
の
議

員
か
ら
何
回
か
質
問
要
望
を

さ
れ
て
い
る
が
、
一
向
に
進

展
し
な
い
。
合
併
し
て
丸
３

年
で
も
あ
り
、
法
の
壁
は
壁

と
し
て
そ
ろ
そ
ろ
政
治
判
断

を
下
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

市
長
公
室
長　

議

会
の
原
子
力
安
全
対

策
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

こ
の
交
付
金
の
瓜
連
地
区
へ

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
そ

の
調
査
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
議
決
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
議
決
に
従
い
ま
し
て

一
定
の
方
向
が
示
さ
れ
れ
ば

そ
の
意
見
を
尊
重
し
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長　

議
会
の
考
え
方
や

那
珂
地
区
の
市
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
も
う

少
し
精
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
上
で
判
断
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
会
の
考
え
方
と
那
珂
地
区
市
民
の
理
解
を　

岩上昌和 議員

質問事項
１．電源立地特別交付金につ

いて
２．行財政改革と財源確保に

ついて

　

厳
し
い
財
政
事
情

下
で
市
の
運
営
を
考

え
る
と
現
在
進
め
て
い
る
行

財
政
改
革
で
は
不
十
分
で
は

な
い
か
。
市
民
の
要
望
に
応

え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
の
一
般
会
計
予
算
の
中
で

実
質
工
事
に
回
せ
る
資
金
が

土
木
関
係
で
約
８
億
数
千
万

円
、
学
校
関
係
で
約
４
億
数

千
万
円
、
こ
れ
で
は
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
ま
す
ま
す
遅
れ
て

行
政
改
革
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
は
ど
う
か

し
ま
う
。
こ
の
辺
で
思
い
き

っ
た
機
構
改
革
を
し
て
は
ど

う
か
。
例
え
ば
地
域
住
民
組

織
を
い
く
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
一
定
の
補
助
と
権

限
を
与
え
地
域
に
任
せ
る
と

い
う
制
度
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。
そ
の
分
本
庁
の
機
能

は
重
要
施
策
を
主
と
し
ス
リ

ム
化
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
年

10
億
円
程
度
の
資
金
を
捻
出

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

財
源

確
保
に
つ
い
て
、
特

効
薬
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

議
員
ご
提
言
の
よ
う
な
自
治

組
織
に
出
資
し
て
い
く
と
い

う
の
も
一
方
法
と
考
え
ま
す
。

　

市
長　

確
か
に
地
域
の
自

治
組
織
を
見
直
す
時
期
に
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
地

域
で
財
産
を
取
得
す
る
た
め

の
地
縁
団
体
な
ど
必
要
に
応

じ
て
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ご
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
一
方
法
と
し
て
考
え
た
い

▲現在、行政改革集中改革プランを基に行革を実施中

原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
交
付
金
を
公
平
に

　この交付金は、国が原子力や火力発電所などから、発電
量に応じて税を徴収します。そのお金を発電所の所在する
県や市町村、隣接する市町村に地域振興などの目的のため
に交付する制度です。
　交付金の使途には一定の決まりがあります。最近では、
一部を那珂市立図書館建設の資金としました。また、毎年
その交付金の一部を電気料金の実質的な割引措置として、
旧那珂町地区の企業や一般家庭に対して給付金として交付
をしています。

電源立地地域対策交付金
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主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め

で
、
本
年
度
の
広
告
収
入
見

込
み
は
48
万
円
で
す
。
広
報

「
な
か
」
に
は
７
件
で
39
万

円
、
福
祉
バ
ス
に
は
１
件
で

９
万
円
で
す
。

　

市
長　

現
在
44
市
町
村

の
う
ち
25
の
市
町
村
が
広
報

紙
に
民
間
企
業
の
広
告
を
掲

載
、
自
主
財
源
を
確
保
す
る

に
は
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

那
珂
市
の
児
童
公

園
内
の
ブ
ラ
ン
コ
の

下
に
雨
水
が
溜
ま
っ
て
い
た

り
、砂
場
の
砂
が
か
た
く
締
ま

っ
て
い
た
り
、
除
草
剤
が
ま
か

れ
た
り
し
て
い
て
問
題
が
あ

る
が
、
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

上
菅
谷
駅
西
公
園
は
遊
具

が
少
な
い
が
、
す
べ
り
台
ぐ

ら
い
は
設
置
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、使
わ
れ
て
い
な
い
駐
輪

場
は
お
年
寄
り
や
幼
児
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
、
ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
、
草

花
を
植
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
は
ど
う
か
提
案
し
ま
す
。

　

建
設
部
長　

市
で

は
全
体
で
77
ヵ
所
の

公
園
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
公
園

の
適
切
な
管
理
に
努
め
て
お

り
ま
す
が
、さ
ら
に
充
実
し
た

管
理
が
出
来
る
体
制
づ
く
り

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

上
菅
谷
駅
西
公
園
に
つ
い

て
は
、草
花
が
植
え
ら
れ
る
よ

う
な
土
が
入
っ
て
い
る
か
現

況
を
み
て
、検
討
課
題
と
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
長　

上
菅
谷
駅
西
公
園

へ
の
遊
具
の
設
置
は
、設
置
し

て
も
、使
わ
な
い
で
老
朽
化
し

て
い
く
の
が
現
状
で
す
。
今

後
利
用
者
が
多
い
場
合
に
は

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
す
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
し
て
い
く

▲上菅谷駅西公園（上菅谷駅の西側）

質問事項
１．公園遊具の点検・整備を
２．広報「なか」など市報に

民間の広告を載せている
件について

　

今
年
の
７
月
か
ら

広
報
「
な
か
」
に
一

般
企
業
の
広
告
を
載
せ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

ま
た
今
ま
で
ど
の
位
利
益
が

あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　

今
、
次
々
と
一
般
企
業
の
偽

装
が
発
覚
し
、
市
民
は
何
を

信
用
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
も
し

市
報
に
載
せ
た
企
業
に
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

広
報
「
な
か
」
に
広
告
を
載
せ
る
の
は
や
め
て
は
？

行
政
の
信
頼
を
失
う
。
や
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
企
業

の
広
告
を
載
せ
た
分
だ
け
、

行
政
報
告
の
枠
が
少
な
く
な

り
、市
報
の
内
容
が
そ
が
れ
る

結
果
に
な
る
。
市
報
の
内
容

こ
そ
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

財

政
が
厳
し
い
中
、
自

自
主
財
源
確
保
の
た
め
ぜ
ひ
進
め
た
い

▲那珂市の広報「なか」に有料広告を掲載しています

児
童
公
園
の
管
理
を
十
分
に
し
て
ほ
し
い

木村静枝 議員

広告 広告

広告 広告
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▲平成19年１月に広報「なか」に市のバランスシートを掲載

　

19
年
度
は
行
政
指

導
（
官
）
か
ら
農
業

者
・
Ｊ
Ａ
等
（
民
）
に
シ
ス

テ
ム
移
行
に
よ
り
結
果
的
に

過
剰
作
付
が
増
え
、
連
鎖
的

に
米
価
が
生
産
費
を
下
回

り
、
中
小
農
家
ど
こ
ろ
か
認

定
農
家
等
大
規
模
農
家
も
深

刻
な
影
響
を
受
け
た
。
そ
の

為
に
政
府
与
党
、
農
水
省
も

応
急
対
策
に
目
ま
ぐ
る
し
く

動
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

そ
の
中
で
若
林
農
水
大
臣
は

米
生
産
調
整
は
行
政
主
導
に

復
活
す
べ
き
の
発
言
が
あ

り
、
米
を
中
心
に
し
た
農
業

政
策
は
大
転
換
が
現
実
的
に

な
っ
た
。
当
市
は
主
幹
産
業

が
米
作
で
あ
り
、
特
に
20
年

度
か
ら
発
足
す
る
那
珂
市
第

１
次
総
合
基
本
計
画
で
の
農

業
の
位
置
づ
け
は
優
先
課
題

で
あ
る
。
執
行
部
の
奮
起
を

望
み
た
い
。

　

市
長　

第
１
次
那

珂
市
総
合
計
画
に
活

力
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
る

こ
と
は
、
施
策
の
基
本
方
向

と
し
て
い
る
。
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
の
対
応
等
課
題
が

多
い
が
農
業
者
の
生
産
意
欲

を
高
め
る
た
め
の
担
い
手
の

支
援
や
地
産
地
消
の
促
進
等

農
業
活
性
化
の
た
め
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、
那
珂
市

の
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

国
の
米
政
策
の
改
正
を
待
ち
早
急
に
対
応
し
た
い

秋山　一 議員

質問事項
１．市の農業行政について
２．那珂市財務バランスシー

トについて

　
「
広
報
な
か
」
に

掲
載
さ
れ
た
財
務
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
一
般
市
民

が
理
解
す
る
に
は
、
さ
ら
に

丁
寧
な
説
明
が
必
要
に
思

う
。
さ
き
の
答
弁
で
は
市
民

の
反
応
は
薄
い
と
聞
い
た

が
、
基
本
的
に
は
単
式
簿
記

を
複
式
企
業
会
計
方
式
に
作

り
か
え
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
は
と
れ
た
に
し
て
も

一
般
市
民
へ
の
一
覧
性
は
大

市
民
の
理
解
が
課
題
、
市
の
財
務
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

き
な
宿
題
と
し
て
残
る
。
む

し
ろ
市
民
の
理
解
を
得
る
に

は
従
来
の
単
式
歳
入
歳
出
方

法
に
も
う
少
し
技
術
的
な
手

法
を
加
え
て
掲
載
す
べ
き
と

思
う
し
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

方
式
は
庁
内
の
職
員
研
修
等

で
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
と

思
う
。　

総
務
部
長　

地
方

自
治
体
の
資
産
に
つ

い
て
は
社
会
全
体
の
共
通
資

産
も
多
い
、
市
場
価
格
で
評

価
で
き
な
い
側
面
が
あ
る
が

行
政
が
従
来
の
指
標
と
は
別

の
角
度
か
ら
把
握
で
き
る
の

で
、
庁
内
の
研
修
の
資
料
と

し
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

自
治
体
の
財
務
状
況
を
企
業
の
手
法
に
よ
り
開
示

▲瓜連地区の水田地帯

那
珂
市
農
業
推
進
協
議
会
は
行
政
が
主
導
を
！
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政
改
革
の
核
心
で
あ
る
と
考

え
る
。
事
業
仕
分
け
の
手
法

に
も
取
り
組
み
、効
率
の
高
い

行
政
改
革
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。
市
長
の
考
え
を

伺
う
。　

市
長　

事
業
仕
分

け
に
も
多
く
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、内
容
を
研
究
し

ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ

る
か
検
討
し
た
い
。

　

那
珂
市
が
誕
生
し

満
３
年
を
迎
え
る
。

今
回
、
行
政
組
織
が
見
直
さ

れ
新
組
織
が
示
さ
れ
た
。
加

え
て
、
第
１
次
那
珂
市
総
合

基
本
計
画
が
示
さ
れ
た
。
こ

の
機
会
に
旧
２
町
の
市
民
が

し
っ
か
り
と
手
を
携
え
て
、
心

を
一
に
し
て
市
民
憲
章
を
見

直
し
、新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
憲

章
を
定
め
る
時
節
で
は
な
い

か
と
思
う
。
市
民
・
学
識
者
・

行
政
・
議
員
を
含
む
制
定
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
制
定
作

業
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

市
長
の
存
念
を
伺
う
。

　

市
長　

那
珂
市
民

憲
章
は
昭
和
55
年
、

那
珂
町
誕
生
25
周
年
を
記
念

し
制
定
さ
れ
た
。
現
在
、
合

併
協
議
会
の
調
整
方
針
に
基

づ
き
旧
那
珂
町
の
町
民
憲
章

を
用
い
て
い
る
。
合
併
後
、約

３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
提
言
の
よ
う
に
那
珂

市
と
し
て
の
市
民
憲
章
を
新

た
に
制
定
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
制
定
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
か
ら
の
意
見
を
十
分
に

取
り
入
れ
、
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、那
珂
市
に
ふ
さ
わ
し

い
市
民
憲
章
が
制
定
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

那
珂
市
と
し
て
の
市
民
憲
章
制
定
を
考
え
て
い
る

▲市役所玄関左側に設置してある旧那珂町民憲章の石碑

質問事項
１．那珂市民憲章について
２．道路行政について
３．少子化対策について
４．事業仕分けについて

　

事
業
仕
分
け
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
本

当
に
必
要
か
否
か
を
具
体
的

内
容
か
ら
判
断
し
、国
が
や
る

か
、
都
道
府
県
が
や
る
か
、
市

町
村
が
や
る
か
を
考
え
、
仕

分
け
の
作
業
を
公
開
の
場
で

外
部
の
目
を
入
れ
て
行
い
、
一

般
市
民
の
視
線
・
目
線
に
立

ち
、
納
得
性
の
高
い
評
価
を

下
し
、
行
政
内
部
を
改
革
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
言
わ

事
業
仕
分
け
で
行
政
改
革
に
取
り
組
む
考
え
は
？

れ
て
い
る
。
那
珂
市
で
は
、

事
務
事
業
の
評
価
は
担
当
職

員
の
１
次
評
価
、
担
当
課
長

の
２
次
評
価
、市
長
は
じ
め
部

長
以
上
幹
部
に
よ
る
３
次
評

価
の
３
段
階
に
分
け
て
実
施

さ
れ
る
が
、
外
部
の
評
価
は
一

切
入
ら
な
い
。
内
部
だ
け
の

評
価
と
な
っ
て
い
る
。
身
内

同
士
の
評
価
は
遠
慮
や
甘
え

が
生
じ
、公
正
な
評
価
に
な
ら

な
い
。
事
業
仕
分
け
こ
そ
行

メ
リ
ッ
ト
は
承
知
、
研
究
し
取
り
入
れ
を
検
討
す
る
！

▲現在、那珂市では、事務事業の評価を実施。
　結果を那珂市ホームページに掲載しています。

那
珂
市
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
憲
章
制
定
を
提
言
す
る

海野　徹 議員
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平
成
17
年
１
月

21
日
那
珂
市
が
誕

生
し
、
同
時
に
両
地
域
に
地

域
審
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
設
置
期
間
は
10
年
間
で

す
が
、
お
隣
の
常
陸
大
宮
市

は
５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
に
つ
い
て
見
直
す

考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
会
議
は
提
示
さ
れ
た

協
議
事
項
の
追
認
の
場
的
な

感
が
あ
る
。
と
の
話
を
聞
き

ま
す
。
更
に
充
実
感
の
得
ら

れ
る
運
営
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

更
に
現
在
、
来
年
度
よ
り

ス
タ
ー
ト
す
る
那
珂
市
第
１

次
総
合
計
画
が
策
定
中
で
す

が
、
地
域
審
議
会
の
主
要
テ

ー
マ
で
あ
る
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
と
の
関
係
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。
進
行
状
況
の
チ

ェ
ッ
ク
体
制
も
整
理
検
討
が

必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
長
公
室
長　

設

置
期
間
は
地
域
審
議

会
や
議
会
の
提
案
な
ど
が
な

い
限
り
変
更
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
協
議
内
容
に
つ
い

て
は
わ
か
り
づ
ら
い
と
の
指

摘
も
あ
り
委
員
と
検
討
し
ま

す
。
策
定
後
の
地
域
審
議
会

の
役
割
は
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

合
併
時
の
協
定
を
尊
重
し
、
運
営
に
努
力
し
ま
す

質問事項
１．地域審議会について
２．地上波デジタル放送開始

に伴う受信不良対策につ
いて

　

国
の
政
策
に
よ
り

２
０
１
１
年
に
テ
レ

ビ
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

し
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

へ
切
り
替
わ
り
ま
す
。
現
在

実
施
ま
で
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
那
珂
市
内
に
も
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
不
良
が

予
想
さ
れ
る
地
域
が
あ
り
ま

す
。
現
状
を
ど
う
把
握
し
て

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
不
良
対
策
に
つ
い
て

い
る
の
か
。
そ
し
て
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

地

上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送

は
２
０
０
４
年
に
水
戸
の
森

林
公
園
、
そ
し
て
２
０
０
６

年
に
日
立
の
風
神
山
の
送
信

所
か
ら
送
信
が
始
ま
り
、
既

に
受
信
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

受
信
不
良
は
建
物
な
ど
の

構
造
物
を
原
因
と
す
る
も
の

と
地
形
的
な
条
件
の
も
の
が

あ
り
、
現
在
那
珂
市
に
は
地

形
的
条
件
の
も
の
が
１
ヶ
所

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
新
た
に
確
認
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
り
、
受
信
不

良
解
消
の
支
援
制
度
や
情
報

の
収
集
に
努
め
、
対
象
住
民

の
過
度
な
負
担
が
生
じ
な
い

受
信
方
式
や
施
設
選
択
な
ど

情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

今
後
も
情
報
の
収
集
と
提
供
に
努
力
し
ま
す

▲合併前に策定した「新市まちづくり計画」

地
域
審
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▲地上波デジタル放送パンフレット 先﨑　光 議員
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地
域
の
見
直
し
を
考
え
て
お

り
ま
す
。

瓜
連
庁
舎
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

委
員
会
と
し
て
利
用
し
、
ま

た
、
分
庁
舎
は
、
上
下
水
道

部
の
水
道
課
及
び
下
水
道
課

が
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
組
織
の
見
直
し

に
お
き
ま
し
て
、
現
在
の
支

所
に
上
下
水
道
部
を
移
し
、

窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
に

よ
り
利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
分
庁
舎
に

つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市
公

共
施
設
検
討
委
員
会
か
ら
の

提
言
を
踏
ま
え
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ら
ぽ
ー
る
の
利
用
に
つ
き

ま
し
て
も
、
同
委
員
会
の
提

言
を
受
け
、
市
で
は
瓜
連
中

学
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
化
と
い
う
位
置
づ
け

等
も
含
め
て
協
議
中
で
す
。

窓
口
一
本
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
図
る

質問事項
１．那珂市合併後の市政方針

の結果について

　

瓜
連
駅
周
辺
の

都
市
計
画
道
路
あ

る
い
は
瓜
連
停
車
場
線
の
沿

線
は
、
現
在
、
住
宅
地
と
し
て

の
土
地
利
用
と
な
っ
て
い
ま

す
。
駅
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道

路
も
整
備
さ
れ
て
き
た
の

で
、
住
宅
地
と
し
て
ば
か
り
で

は
な
く
、
商
業
施
設
な
ど
の

立
地
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

瓜
連
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
対
策
に
つ
い
て

い
ま
す
。

　

建
設
部
長　

瓜
連

駅
周
辺
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
住
宅
地
と
し
て

の
土
地
利
用
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
都
市
計
画
街
路
等

の
整
備
の
見
通
し
が
つ
い
て

き
た
こ
と
か
ら
、
関
係
地
権

者
の
ご
意
向
を
踏
ま
え
、
地

域
に
必
要
と
な
る
商
業
施
設

の
立
地
が
可
能
と
な
る
用
途

用
途
地
域
の
見
直
し
を
考
え
ま
す

　

来
年
度
か
ら
組
織

機
構
が
見
直
さ
れ
る

わ
け
で
す
が
、
瓜
連
の
庁
舎

は
合
併
に
よ
っ
て
空
き
部
屋

が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
支
所
庁
舎
及
び
、
ら
ぽ
ー

る
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

総
務
部
長　

瓜
連

支
所
の
本
庁
舎
は
、

１
階
を
支
所
、
２
階
を
教
育

木内良平 議員

▲ＪＲ水郡線　瓜連駅周辺

▲旧瓜連町庁舎
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経
済
環
境
部
長　

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
窓
口
の
一
本
化
や
地
元
関

係
機
関
の
支
援
体
制
が
必
要

な
た
め
、
市
商
工
観
光
室
が

窓
口
に
な
っ
て
体
制
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ロ
ケ
地
や
エ
キ
ス
ト
ラ
の

公
募
も
今
後
考
え
、
広
域
連

携
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

観
光
振
興
計
画
を
早
急
に
策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い

わ
た
る
事
業
を
決
め
な
い
と

観
光
振
興
を
達
成
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
計
画
を
早

急
に
策
定
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
が
、今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

那
珂
市
の
資
源
や
自

然
と
新
た
な
観
光
振
興
の
戦

略
的
な
展
開
に
つ
い
て
提
言

し
て
い
た
だ
く
た
め
、平
成
20

年
度
中
に
観
光
振
興
懇
話
会

を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
は

策
定
委
員
会
を
設
置
し
て
、

平
成
22
年
度
に
計
画
の
策
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
策
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す

質問事項
１．観光の振興について

　

那
珂
市
は
過
去
に

大
河
ド
ラ
マ「
武
蔵
」

「
新
撰
組
」
、
映
画
の
「
夜
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ「
い
ま
、
会
い
に
ゆ
き
ま
す
」

な
ど
い
く
つ
か
の
撮
影
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
び

に
ロ
ケ
隊
が
何
十
人
と
当
市

を
訪
れ
、
経
済
効
果
も
見
込

め
る
の
で
こ
の
体
制
を
さ
ら

に
推
進
す
べ
き
で
す
。
こ
の

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
映

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
推
進
す
べ
き

画
・
ド
ラ
マ
・
Ｃ
Ｍ
の
ロ
ケ

撮
影
を
誘
致
し
て
そ
の
支
援

を
行
う
組
織
・
体
制
）
を
推

進
す
る
た
め
、
関
連
部
署
が

連
携
し
、ロ
ケ
地
や
エ
キ
ス
ト

ラ
の
公
募
も
行
っ
て
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
を
整
備
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
近
隣
の
水
戸
市
・

ひ
た
ち
な
か
市
等
と
も
連
絡

協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

市
商
工
観
光
室
が
窓
口
と
な
り
体
制
を
整
備
し
ま
す

　

地
域
資
源
を
生
か

し
た
観
光
の
振
興
を

図
る
た
め
、
那
珂
市
の
魅
力

を
十
分
に
市
内
外
へ
伝
え
、

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
観
光
振
興
計
画

を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。方
針
や
目
標
を
設
定
し
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
の
年
次
的

な
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を

実
行
す
る
に
は
何
を
ど
の
よ

う
に
す
る
か
と
い
う
細
部
に

遠藤　実 議員
▲ひまわり畑は平成17年TBSドラマ「いま、会いにゆきます」
最終回のひまわり畑でのシーンに使われました。

▲静の八重桜・白鳥など那珂市の観光資源
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化
し
ま
す
の
で
、
地
域
住
民

の
安
全
性
や
利
便
性
を
最
優

先
に
対
応
す
る
よ
う
「
東
海

Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実

験
推
進
協
議
会
」
に
要
請
い

た
し
ま
す
。
ま
た
実
験
開
始

後
の
状
況
を
見
据
え
引
き
続

き
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

市
長　

こ
の
東
海
Ｐ
Ａ
ス

マ
ー
ト
社
会
実
験
が
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
推

進
い
た
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
減
反
政
策
の
取
り
組
み
は

た
し
ま
す
。

①
水
田
農
業
推
進
協
議
会
の

取
り
組
み
と
減
反
の
実
績

②
生
産
調
整
の
メ
リ
ッ
ト

③
集
落
営
農
に
対
す
る
推
進

　

経
済
環
境
部
長　

水
田
農
業
推
進
協
議

会
で
は
、
転
作
の
た
め
の
基

本
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行

っ
て
お
り
、
今
後
も
正
副
区

長
等
説
明
会
を
実
施
し
推
進

を
図
り
ま
す
。
平
成
19
年
度

の
実
績
で
３
７
８
ha
が
過
剰

作
付
の
状
況
で
し
た
。

　

生
産
調
整
は
米
価
の
安
定

に
あ
り
ま
す
。
転
作
達
成
者

に
は
国
の
補
助
金
の
ほ
か
市

の
転
作
補
助
金
を
上
積
み
交

付
し
ま
し
た
。
集
落
営
農
に

つ
い
て
は
、
設
立
に
向
け
支

援
し
て
参
り
ま
す
。

　

市
長　

関
係
者
と
連
携
を

図
り
農
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

関
係
機
関
と
協
議
し
水
田
農
業
対
策
を
進
め
る

質問事項
１．地域農業振興方策につい

て
２．東海ＰＡスマート社会実

験の取り組みについて

　

東
海
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
に
関
し
ま
し

て
は
前
の
定
例
議
会
に
質
問

い
た
し
ま
し
た
が
、よ
う
や
く

実
現
化
の
見
通
し
が
た
ち
ま

し
た
。

　

ま
た
本
年
11
月
本
米
﨑
地

区
住
民
を
対
象
と
し
た
説
明

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域

住
民
は
こ
の
計
画
の
実
現
に

よ
っ
て
地
域
が
活
性
化
さ
れ

発
展
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

東
海
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
の
取
り
組
み
は

て
お
り
ま
す
。
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

計

画
の
実
施
主
体
は
東

海
村
で
す
の
で
那
珂
市
は
間

接
的
な
対
応
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
米
﨑
地
域
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
の
整
備
、周
辺
の
交

通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、こ

の
社
会
実
験
が
は
じ
ま
り
ま

す
と
周
辺
の
交
通
状
況
が
変

本
米
﨑
地
区
住
民
の
要
望
を
事
業
主
へ
要
請
し
ま
す

　

米
の
生
産
は
水
田

農
業
構
造
改
革
事
業

の
と
お
り
需
要
に
見
合
っ
た

生
産
を
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
特
に
本
年
度
の
減
反
は

計
画
面
積
を
守
れ
ず
大
幅
作

付
増
に
よ
り
、
そ
の
結
果
は

米
余
り
に
よ
っ
て
米
価
が
下

落
し
、
稲
作
農
家
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
来
年
度
の
推
進
に

当
た
っ
て
次
の
点
を
質
問
い

雨川和幸 議員

▲常磐道　東海ＰＡ付近

▲本米﨑　四
しじき

堰地区の水田
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の
弱
体
化
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民

と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
理
念
に
掲
げ
、
み
ず
か

ら
の
地
域
の
潜
在
力
、
優
位

性
を
最
も
熟
知
す
る
地
域
住

民
が
主
体
と
な
り
、
そ
れ
ら

を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
備

し
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

元
気
な
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
ま
ち
づ
く
り
は

﨑
小
で
は
、
年
々
児
童
が
減

少
し
、
学
習
環
境
や
集
団
活

動
を
考
え
る
時
、
教
育
委
員

会
と
し
て
本
米
﨑
小
学
校
の

今
後
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。　

教
育
次
長　

本
米

﨑
小
の
他
に
戸
多

小
・
木
崎
小
が
小
規
模
校
で

す
。
本
米
﨑
小
学
校
は
５
学

級
編
制
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
人
数
的
に
50
名
前
後
で

推
移
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
今
の
現
体
制
の

中
で
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
規
模
校
で
も
現
体
制
の
中
で
運
営
し
て
い
き
た
い

質問事項
１．元気な子どもの声が聞こ

える地域づくりは

　

元
気
な
子
ど
も
の

声
が
聞
え
る
ま
ち
づ

く
り
の
将
来
像
で
す
が
、
そ

れ
は
子
ど
も
を
中
心
に
将
来

の
町
の
担
い
手
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、
環
境
条
件

の
整
備
や
、
き
め
細
や
か
な

対
策
が
重
要
課
題
で
あ
り
、

急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
郷
土
愛
と
し
て
、

こ
の
地
域
が
、夢
を
持
っ
て
子

育
て
が
で
き
、
子
供
た
ち
が

夢
を
持
っ
て
子
育
て
で
き
る
那
珂
市
の
将
来
像
は

誇
り
と
自
信
を
持
て
る
ま
ち

に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
の
本
米
崎
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
、お
伺
い
し
ま

す
。

　

市
長　

地
域
づ
く

り
を
考
え
る
上
で
、

将
来
の
人
口
減
少
や
高
齢
化

に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

第
１
次
那
珂
市
総
合
計
画
を
基
本
理
念
に

　

県
の
調
査
で
は
、

少
子
化
で
児
童
生
徒

の
減
少
に
よ
り
、
複
式
学
級

や
全
学
年
１
学
級
の
小
学
校

が
全
体
の
42
％
に
上
が
っ
て

い
ま
す
。
社
会
性
の
習
得
や

運
動
会
な
ど
一
定
集
団
を
前

提
と
し
教
育
活
動
の
効
果
を

高
め
る
た
め
、
あ
る
程
度
の

規
模
の
確
保
が
必
要
で
す
。

那
珂
市
で
も
小
規
模
校
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
本
米

小田倉義治 議員▲本米﨑小学校　１･２年生　学校農園で芋ほり

▲本米﨑小学校　平成19年度の全児童数は55名
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副
市
長　

市
で
は
社
会
福

祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者
と

す
る
予
定
で
あ
り
、
今
回
の

提
案
を
含
め
て
幅
広
い
自
由

度
を
も
っ
て
運
営
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

市
長　

高
齢
者
や
子
供
に

対
し
て
も
低
料
金
で
利
用
で

き
る
公
共
施
設
と
し
て
、か
つ

売
店
や
新
た
に
設
け
た
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
活
用
な
ど

で
立
派
に
運
営
し
た
い
。

よ
り
厳
し
い
目
で
見
直
し
、
市
財
政
難
の
克
服
を
！

望
の
最
も
強
い
公
共
下
水

道
の
整
備
計
画
が
確
定
し

た
が
、
今
後
は
い
か
に
効
率

的
、
早
急
に
整
備
を
進
め
る

か
、
多
く
の
市
民
の
方
々
の

期
待
と
な
り
ま
す
。
効
率
の

低
い
事
業
の
見
直
し
を
精

力
的
に
し
て
財
政
難
を
克
服

し
、
市
民
要
望
の
強
い
公
共

下
水
道
の
よ
う
な
事
業
に
重

点
配
分
を
す
る
な
ど
し
て
頂

き
た
い
。

　

総
務
部
長　

実
施

し
て
い
る
４
２
９
事

業
評
価
を
行
い
11
事
業
の
廃

止
と
１
７
０
事
業
の
効
率
ア
ッ

プ
に
向
け
て
の
改
善
を
実
施

し
た
。
ま
た
補
助
金
は
10
％

減
額
し
、
合
計
で
８
千
４
百

万
円
に
縮
小
、
更
に
、
こ
れ

ま
で
は
職
員
で
構
成
さ
れ
た

補
助
金
審
議
会
に
外
部
の
委

員
を
登
用
し
、
よ
り
厳
し
い

目
で
審
査
し
た
い
。

徹
底
し
た
評
価
と
外
部
委
員
の
導
入
で
対
応
し
た
い

質問事項
１．非効率的な事業の改善に

ついて（継続提案）

　
「
し
ど
り
の
湯
」

余
暇
施
設
は
操
業
開

始
以
来
、
赤
字
の
連
続
で
累

積
赤
字
が
１
億
円
を
超
え
て

い
る
。
こ
の
赤
字
は
全
て
市

民
の
負
担
だ
。
こ
れ
ま
で
の

運
営
収
支
状
況
を
詳
細
に
解

析
し
て
作
成
し
た
「
赤
字
解

消
計
画
書
」
を
基
に
運
営
上

配
慮
す
べ
き
点
を
指
摘
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
利
用

し
易
く
す
る
た
め
送
迎
バ
ス

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
赤
字
解
消
を
！

の
配
車
や
各
種
の
サ
ー
ビ
ス

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
導
入
等
を

図
り
、
赤
字
解
消
努
力
を
す

べ
き
だ
。
こ
の
よ
う
な
努
力

は
事
業
見
直
し
の
具
体
例
の

一
つ
で
も
あ
り
市
の
財
政
に

良
い
効
果
を
も
た
ら
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

バ
ス
の
配
車
を
含
め

て
議
員
提
案
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
を
検
討
し
た
い
。

指
定
管
理
者
導
入
で
幅
広
い
運
営
と
し
改
善
し
た
い

　

市
が
実
施
し
て
い

る
各
種
事
業
は
私
達

の
日
常
生
活
向
上
を
目
指
し

た
も
の
で
、
そ
の
基
本
と
な

る
財
政
は
全
て
に
共
通
す
る

重
要
課
題
。
当
市
財
政
も
他

の
市
町
村
同
様
、
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
の

問
題
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　

ま
た
今
議
会
で
は
市
民
要

根本慎一 議員

▲（H19.12.17　茨城新聞、転載使用禁止）

一般質問　Ｑ＆Ａ　

▲那珂市の予算書
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く
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
実
施
し
て
お

り
ま
す
商
業
実
態
調
査
を
も

と
に
、
商
業
振
興
計
画
を
策

定
し
、活
性
化
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
組
織
、
拠
点
を
ど
う
す
る
か

町
に
は
こ
の
様
な
制
度
は
な

く
、
公
民
館
や
集
会
施
設
も

な
い
地
区
も
あ
り
ま
す
。
瓜

連
地
区
の
制
度
を
参
考
に
さ

れ
、
活
動
拠
点
の
整
備
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
今
後
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

住

民
相
互
の
親
睦
や
連

携
を
図
り
、地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
自
ら
が
活
動
す
る
組
織

が
自
治
組
織
と
考
え
ま
す
。

瓜
連
地
区
の
地
域
づ
く
り
委

員
会
は
先
駆
け
と
考
え
ま
す
。

公
民
館
類
似
施
設
の
な
い
地

域
に
つ
い
て
は
、助
成
制
度
を

活
用
し
整
備
を
図
り
た
い
。

旧
瓜
連
町
と
旧
那
珂
町
の
公

民
館
施
設
の
管
理
経
費
の
格

差
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
様

と
協
議
を
し
、
活
動
に
支
障

の
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

住
民
自
治
を
充
実
す
る
こ
と
が
重
要

質問事項
１．第１次那珂市総合計画に

ついて

　

商
業
施
設
は
郊

外
型
店
舗
に
な
り
旧

道
に
あ
る
商
店
街
は
、
販
売

の
低
迷
、
後
継
者
不
足
に
あ

り
ま
す
。
商
店
街
は
、
人
の

往
来
が
あ
り
、
路
地
裏
な
ど

に
は
子
供
た
ち
の
声
が
聞
こ

え
、
そ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
、人
々
の
情
報
源

で
あ
り
ま
し
た
。地
域
文
化
、

伝
統
の
源
で
あ
り
、
そ
の
地

域
の
活
性
化
の
源
で
あ
る
と

商
店
街
の
活
性
化
に
つ
い
て

思
い
ま
す
。
地
元
商
業
者
の

活
性
化
に
対
し
て
行
政
と
し

て
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

い
く
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

基

本
計
画
に
お
き
ま
し

て
は
、
地
元
商
業
者
に
対
し

て
経
営
の
安
定
化
や
後
継
者

不
足
に
対
応
す
る
た
め
に
商

工
会
と
連
携
し
、
経
営
指
導

や
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
い

商
業
振
興
計
画
を
策
定
し
振
興
を
図
り
ま
す

　

第
一
次
那
珂
市
総

合
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
基
本
理
念
の
一
つ

に
「
市
民
と
と
も
に
つ
く
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
あ

り
自
治
組
織
制
度
を
導
入
す

る
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
瓜

連
地
区
に
は
、
各
区
長
を
中

心
と
し
て
、地
域
づ
く
り
委
員

会
を
組
織
し
、
公
民
館
を
拠

点
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
。
旧
那
珂

勝村晃夫 議員

　一般質問　Ｑ＆Ａ

▲古徳地区公民館

▲瓜連地区の商店街
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　陳情の概要は、2008年度以降、BSE全頭検査に
係る国の補助金が打ち切られることから国と県に
対し、BSE全頭検査の継続と全頭検査体制の支
援措置を執るよう要請することを求めるもので
す。
　審議の内容として、今後BSEが発生しないとは
限らない。国は国民の食の安全を確保する責務が
あり、BSE全頭検査は必要であるとの意見が出
されました。
　採決の結果、採択すべきものとなりました。

（経済常任委員会）
陳情者
　日立市南高野町1－23－8
　食とみどり、水を守る県北地区労農会議
　　会長　岡崎　不忘

採　択

請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果請願・陳情の審査結果

「2008年度以降もBSE全頭検査を
継続することを求める」陳情

５件の陳情を審査しました。

　陳情の概要は、日豪EPA/FTA交渉にあたっ
て、米、小麦、牛肉、乳製品、砂糖などの農林水産
物の重要品目の除外と国内自給による食料安全保
障の確保を求めるものです。
　審議の内容は、国内の農業は大変厳しい状況に
あり、農業に大きな影響を与える重要品目を交渉
から除外するべきである。また、異常気象による
世界の農業の減産を考えると国内の自給率を上げ
る必要があるのと意見が出されました。
　採決の結果、採択とすべきものとなりました。

（経済常任委員会）
陳情者
　日立市南高野町1－23－8
　食とみどり、水を守る
　　県北地区労農会議
　　　会長　岡崎　不忘

採　択

日豪EPA/FTA交渉に対する陳情

　陳情の概要は、高齢者に対する税制や医療介護
など社会保障制度の度重なる改悪が続いており、
高齢者の医療の窓口負担増や年金より保険料を天
引きするなどの制度である、2008年４月より実施
される、「後期高齢者医療制度」を中止し、撤回
することなどを求めるものです。
　審議の内容では、高齢化が急速に進む中、医療
費がかなり伸びており、国民皆保険制度の安定し
た維持運営と、高齢者の医療制度の健全化のた
め、来年４月から実施される後期高齢者医療制度
については、やむを得ないなどの意見がだされま
した。
　結論として、不採択とすべきものとなりました。

（教育厚生常任委員会）
陳情者
　水戸市城南3－15－24
　みのわビル３F
　　茨城県社会保障推進協議会
　　　代表委員　渋谷　敦司

高齢者に負担増と差別医療を強いる
2008年４月実施の後期高齢者医療
制度の中止・撤回を求める陳情

不採択

　陳情の概要は、竹ノ内土地区画整理事業の清算
金が高額となるため、清算金の負担軽減をするよ
うに、行政指導をすることを求めるものです。
　審議の内容では、この地区の土地区画整理事業
は、平成３年に組合が設立され、組合の議決を得
た事業計画のもとに推進してきたものであり、減
歩や清算金についても、組合内で説明し、理解し
ていただいたものであり、議会で議決する問題で
はないと思われるなどの意見がありました。
　結論として、不採択とすべきものとなりました。

（建設常任委員会）
陳情者
　那珂市竹ノ内２丁目３－５
　　井坂　正義 不採択

陳情書（竹ノ内土地区画整理事業）

　陳情の概要は、事業所に対して、騒音などによ
る地域住民の健康と生活環境を守るため、増設工
事中止の対策を講じることを求めるものです。
　主な審議の内容として、騒音・塵埃に関しては、
事業者より改善対策書が提出されている。市にお
ける調査指導、並びに地域住民と事業者との改善
策の経緯を見守る必要があるので、継続して審査
する。
　以上の結果、引き続き、継続審査とする。

（建設常任委員会）
陳情者
　那珂市後台2221
　　野中区長　峯島　寿
　　　　　　　外43戸

継続審査

大平鉄筋工業所の増設工事の中止
と周辺環境への改善を求める陳情
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３件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。

（意見書要旨）
　那珂市の道路改良率は、21％と低く幅員の狭
小など不便な道路が多数ある。これらの整備の
ためにも地方公共団体への道路財源配分割合を
増額するよう国に要望する。

１．道路特定財源については、暫定税率の適用
期間を延長し、道路整備のための安定的かつ
確実な財源として確保するとともに、地方が
真に必要な道路整備を行うため、地方公共団
体への配分割合を高めること等により、地方
公共団体における道路財源の充実に努めるこ
と。
２．慢性化している渋滞解消のために国道118
号バイパスの４車線化整備をはじめ、県道菅
谷小原内水戸線（菅谷･飯田線）、県道那珂湊
那珂線（豊喰・市毛線）、日立笠間線（平野・
杉本線）、県道城里那珂線（岩根・飯田線）、
県道常陸那珂港山方線などの整備促進にあた
り、充分な財源確保をすること。

意見書提出先
　内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長
　財務大臣、国土交通大臣
　内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

道路整備の推進と財源の確保
に関する意見書

意見書を提出意見書を提出

（意見書要旨）
　政府は、米国産牛輸入の環境づくりのため、
2005年８月から、20ヶ月齢以下の検査を法的に
は不要とする。また2007年９月には、厚生労働
省と農林水産省は各自治体に対し、2008年８月
以降、若齢牛（20ヶ月以下）のBSE検査のための
予算を支給しない。自主的にBSE全頭検査を継
続したいという自治体に対して、行わないよう
にとの通達を出していることがわかりました。
　と畜場を管理する全国の自治体は2005年８月
以降も全頭検査を続け、2008年度も、山形、宮崎
両県、京都府では継続するとしています。
　当議会としては、国民の食の安全に対する関
心の高さをふまえ、食の安全・安心を確保する
観点から、これらの問題に対し、慎重な対応が必
要と考えており、こうした状況を十分に考慮し
て、2008年度以降も全頭検査体制を継続して実
施し、国・県は全頭検査体制を支援する措置を
執ることを求めます。

意見書提出先
　内閣総理大臣、農林水産大臣、厚生労働大臣
　食品安全担当大臣
　茨城県知事

「2008年度以降もBSE全頭検査
を継続することを求める」意見書

日豪EPA／ FTA交渉に対する意見書

（意見書要旨）
　４月から開始された日豪EPA（経済連携協定）／
FTA（自由貿易協定）交渉に対し、オーストラリア
政府は農産物も含む関税撤廃を強く主張するとみら
れています。豪州政府の要求通り、農産物の輸入関税
が全面的に撤廃されるようなことになれば、日本の農
業と食料は壊滅的な打撃を受け、農林業の多面的機能
が失われ、農山村の崩壊、国土の荒廃、環境の悪化を
招くことになります。
　当議会としては、国民の食の安全・安心を確保する
観点から、これらの問題に対し慎重な対応が必要と考
え、以下の点に配慮し、交渉に取り組むよう要望します。

１．日豪EPA／FTA交渉では、米、小麦、牛肉、乳製
品、砂糖などの農林水産物の重要品目を除外すると
ともに、万一、これが受け入れられない場合は、交
渉を中断すること。
２．農産物貿易交渉は、農業・農村の多面的機能の発
揮と国内自給による食料安全保障の確保を基本と
し、各国の多様な農業が共存できる貿易ルールを確
立すること。

意見書提出先
　内閣総理大臣、農林水産大臣、外務大臣
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政治家の寄附禁止政治家の寄附禁止

那珂市議会議員２４名を新たに選出
那珂市議会議員定数26名⇒24名に減員

（合併前は瓜連町12名、那珂町26名で合計38名の議員が24名になります）
（新議員の任期は、平成20年３月10日～平成24年３月９日の４年間です）

那珂市議会議員選挙投票日
平成２０年２月２４日（日）

期日前投票は、２月18日～２月２３日の間、

那珂市役所・瓜連支所で午前８時３０分～午後８時まで実施します。

クリーンな政治活動のルールです

★政治家に対する寄附の勧誘･要求の 
　禁止
　選挙区内の有権者が、政治家に対し、お金や物
を要求したりすると処罰されます。
（公職選挙法第199条の２、第249条の２）

★年賀状等のあいさつ状の禁止
　政治家は選挙区内の人に対して、答礼のための
自筆によるものを除き、年賀状等のあいさつ状を
出すことが禁じられています。
　（公職選挙法第147条の２）

★あいさつ目的の有料広告の禁止
　政治家や後援会が、選挙区内の人に対して、新
聞･テレビ･ラジオ等により、あいさつを目的とし
た有料広告を出すと処罰されます。
　（公職選挙法第152条、第235条の６）

市民は
お金や物を求めない

★政治家の寄附の禁止
　政治家は、選挙区内の者へお金や物を贈ること
は禁止されています。違反をすると処罰されます。
　（例：お祭、地域の集会・行事、お歳暮など。選
挙区内の個人や団体への寄付も含まれます。）
　ただし、政党などの政治団体や親族に対する場
合、政治教育集会などに関する必要な実費の補
償、政治家本人が出席する結婚披露宴の祝儀、葬
式や通夜の香典などで通常一般の社交の程度を超
えないものは除きます。
　（公職選挙法第199条の２、第249条の２）
※政治家とは、現に公職にある人、公職の候補者 
　や候補者になろうとする人です。

★政治家の後援団体の寄附の禁止
　政治家の後援団体が選挙区内の人に対して、花
輪、香典、祝儀などを出すことや、後援会の設立目
的により行う行事等に関する寄附以外の寄附をす
ると処罰されます。
　（公職選挙法第199条の２、第249条の５）

政治家は
お金や物を贈らない
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３月10日開会予定
議長など議会構成後
会期日程を決定します

　３月に開会する第１回定例会は、新しい議員に
よって運営されます。
　開会の初日は、議員の任期開始日の３月10日㈪
となる予定です。
　会期日程については、新議員によって協議され
決定しますので、現在は11日以降の日程は、未定
となっております。
　参考に、例年の３月定例会では、平成20年度の
当初予算審議などがありますので、会期はおよそ
17日間程度が想定されます。
　会期日程については、議会事務局まで、お問い
合わせいただくか、那珂市ホームページをご覧い
ただきますようお願いいたします。

　TEL　298－1111（代表）
　ホームページ　www.city.naka.ibaraki.jp/

平成20年第１回定例会
開会予定のお知らせ

那珂市議会
ホームページのご案内

那珂市のホームページ左側の
「市議会のページ」をクリック

那
珂
市
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

主な掲載内容は、
○市議会の概要
○議員名簿
○傍聴のご案内
○議会だよりバックナンバー
○定例会の開会予定
○議会本会議の会議録
○請願・陳情
○一般質問通告書
○議決結果一覧
○議会議長・副議長紹介
などを掲載しております。

議会の傍聴について
　議会の本会議はどなたでも傍聴できます。
　傍聴の手続は、住所・氏名を受付簿に記入して、
　傍聴券の交付を受けるだけです。
　傍聴席の定員は44名です。
　会議時間は、午前10時～午後５時です。

　傍聴される場合は、議事の都合により、会議の
日程などが変更になっている場合もございますの
で、あらかじめ、議会事務局にお問い合わせの上、
傍聴にお越しいただくことをお勧めいたします。

▲議会議場の上段が傍聴席です

月　日 曜 議　事　予　定
３・10 月 ○開会

　議長選出や議会構成など
３・11

以降

火
未定
（３月11日以降、議会事務局まで
お問い合わせ願います）

平成20年第１回定例会
会期日程（案）
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10月

大豆油インキを使用しています。

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員

石
川　

憲
男

　

２
０
０
７
年
を
振
り
返
っ

て
見
る
と
、
実
に
い
ろ
ん
な

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
こ
そ
は
ど
う
ぞ
平
穏
無

事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、

心
か
ら
願
い
ま
し
た
が
、

残
念
な
事
に
、
期
待
は
見
事

に
裏
切
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
次
々
と
発
覚
し
た
様
々

な
「
偽
装
」
の
数
々
、
耐
震

に
始
ま
り
食
品
業
界
へ
と
続

き
、
そ
の
度
に
繰
り
返
さ
れ

る
謝
罪
の
記
者
会
見
等
、
消

費
者
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る

行
為
が
続
発
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
を
予
測
す
る

と
私
達
の
生
活
面
で
は
、
消

費
税
の
値
上
げ
や
、
原
油
高

に
よ
る
物
価
の
高
騰
、
年
金

問
題
や
医
療
、
福
祉
な
ど
の

不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
。
失
わ

れ
た
信
頼
が
回
復
さ
れ
る
様

な
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
願
う
ば
か
り
で
す
。

広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　

根
本　

慎
一

　

副
委
員
長　

海
野　
　

徹
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12日　広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.13編集）
22日　議会運営委員会
　　　（第４回定例会会期日程案など）
　　　広報編集委員会
　　　（那珂市議会だよりNo.13編集）

７日　経済常任委員会視察
　　　（「地産地消について」笠間市のクラインガルデン

を視察）
８日　茨城県市議会議長会議員研修会
　　　（つくば市　当市議員５名参加）
13日　建設常任委員会
　　　（継続審査の陳情を審議）

４日　那珂市議会第４回定例会
　　　（開会、委員長報告）
　　　議会運営委員会
　　　全員協議会
　　　（執行部提出の議案説明、報告案件など）
５日　那珂市議会第４回定例会
　　　（本会議　執行部提出の条例改正、補正予算など

議案審議）
６日　那珂市議会第４回定例会
　　　経済常任委員会
　　　（陳情の審議）
　　　建設常任委員会
　　　（陳情の審議）
７日　那珂市議会第４回定例会
　　　教育厚生常任委員会
　　　（陳情の審議）
10日　那珂市議会第４回定例会
　　　（一般質問、６名の議員が質問）
11日　那珂市議会第４回定例会
　　　（一般質問、６名の議員が質問）
　　　議会運営委員会
12日　那珂市議会第４回定例会
　　　（一般質問、３名の議員が質問）
　　　全員協議会
14日　那珂市議会第４回定例会
　　　（委員長報告、閉会）

11月

12月

▲建設常任委員会　陳情審議のため現地視察

14日　経済常任委員会
　　　（「地産地消について」審議）
15日　教育厚生常任委員会
　　　（「学校と地域との連携について」審議）
19日　原子力安全対策特別委員会
　　　（茨城県原子力安全協定など審議）
21日　全員協議会
　　　（那珂市行政組織など協議）
27日　議会運営委員会
　　　（会期日程、提出予定議案、一般質問通告書など審議） ▲第４回定例会議会本会議


